
 

 

 

災害発生後、国の各府省から、大臣等が相次いで来県し、被災現場の視察や被災首長との意見交換等を行い

ました。 

9月 4日(日)には、国土交通省から石井啓一国土交通大臣が来県し、達増知事からは、 

「台風第 10号の豪雨等による災害対策に関する要望書」を手渡し、被災地の早期復旧への支援を要望しました。 

石井大臣からは、リエゾンや TEC-FORCE の派遣による現地支援や、孤立集落解消に向けた道路啓開支援を進

めていくこと、被災者の住宅復旧に向けた支援、激甚災害の指定に向けた技術的支援や災害査定の簡素化等を

進めていく旨発言がありました。 

その後、石井大臣は岩泉町と久慈市へ赴き、現場視察や現地の TEC-FORCE へ激励を行ったほか、岩泉町長、

久慈市長とそれぞれ面会し意見交換を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国土交通大臣へ早期復旧支援を求める要望を実施 

国道 455号の被災状況 岩泉町長との意見交換 冠水した久慈駅前 

【石井大臣の視察状況（一部）】 

【要望内容】 

・孤立集落解消へ向けた緊急支援 

・早期復旧への支援 

・被災住宅等の復旧に向けた対策の実施 

・激甚災害の指定 

 


